
は
じ
め
に

本
稿
は
当
紀
要
第
五
十
三
輯
（
二
〇
二
〇
年
）
お
よ
び
第
五
十
四
輯
（
二

〇
二
一
年
）
に
発
表
し
た
「
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
│

│
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の
視
点
か
ら
」（
一
）・（
二
）
に
続
い
て
日
本
に
お

け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
き
検
討
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

近
世
前
半
期
、
す
な
わ
ち
お
お
む
ね
十
八
世
紀
前
半
の
享
保
年
間
頃
ま
で

の
事
例
を
前
稿
に
引
き
続
き
と
り
あ
げ
、
日
本
に
お
い
て
朱
熹
『
家
礼
』
に

も
と
づ
く
墓
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ

る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
章
の
副
題
が
「
江
戸
時
代
前
半
そ
の
三
」
か
ら
始

ま
る
の
は
、
前
稿
か
ら
の
継
続
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

諸
事
項
の
記
載
の
仕
方
は
前
稿
と
同
じ
で
、『
家
礼
』
式
墓
碑
の
特
色
を

ふ
ま
え
、
最
初
に
円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）
か
尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）
か
を
ま

ず
示
し
、
つ
い
で
墓
碑
正
面
に
刻
ま
れ
た
題
字
を
か
ぎ
括
弧
つ
き
で
掲
げ

る
。
さ
ら
に
碑
身
の
寸
法
（
セ
ン
チ
）
を
高
さ
×
幅
×
厚
さ
で
示
す
。
ま
た

趺
（
台
石
）
に
つ
い
て
は
上
部
（
第
一
段
）
の
高
さ
の
み
を
記
し
た
。
他
に

背
面
な
ど
の
文
字
、
墳
土
の
有
無
、『
家
礼
』
と
の
関
係
、
そ
の
他
の
特
徴

に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。

一

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓

│
江
戸
時
代
前
半
そ
の
三

１

中
村
惕
斎
、
鵜
飼
石
斎

○
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
│
一
七
〇
二
）〈
図
１
右
お
よ
び
図
２
〉

円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）

「
惕
齋
先
生
仲
君
之
墓
」

碑
身

九
十
五
・
五
×
二
十
八
・
五
×
十
九

趺

方
趺

十
九

背
面
に
次
の
文
字
を
刻
む

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

│
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の
視
点
か
ら
（
三
）

吾

妻

重

二

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

三



先
生
姓
仲
邨
諱
之
欽
字
敬
甫
號
惕
齋
洛
陽

人
也
後
遷
于
東
九
條
元
禄
十
五
年
壬
午
七

月
廿
六
日
歿
享
年
七
十
有
四

墳
土

な
し

（
�
）

所
在

京
都
市
左
京
区
・
円
光
寺

中
村
惕
斎
は
京
都
の
朱
子
学
者
で
同
時
代
の
伊
藤
仁
斎
と
名
声
を
等
し
く

し
た
。
著
作
は
多
い
が
特
に
礼
学
に
精
し
く
、
喪
礼
の
書
と
し
て
『
慎
終
疏

節
』
四
巻
を
、
祭
礼
の
書
と
し
て
『
追
遠
疏
節
』
一
巻
を
著
わ
し
、
さ
ら
に

補
足
と
し
て
詳
細
な
『
慎
終
疏
節
通
考
』
七
巻
お
よ
び
『
追
遠
疏
節
通
考
』

五
巻
を
残
し
て
い
る
。
門
人
の
増
田
立
軒
が
惕
斎
の
教
え
を
記
録
し
た
『
慎

終
疏
節
聞
録
』
と
『
追
遠
疏
節
聞
録
』
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
も
っ
ぱ
ら

『
家
礼
』
の
喪
礼
と
祭
礼
を
考
証
、
補
訂
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
を
代

（
�
）

表
す
る
『
家
礼
』
研
究
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
中
国
の
喪
服
制
度
の
規

（
�
）

定
と
実
例
を
網
羅
し
た
研
究
『
親
尊
服
義
』
六
巻
も
あ
る
。
さ
ら
に
音
楽
研

究
と
し
て
『
修
正
律
呂
新
書
』
二
巻
と
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
三
巻
を
著
わ

し
て
お
り
、
儒
教
の
礼
楽
に
関
す
る
第
一
人
者
と
し
て
そ
の
研
究
は
他
の
追

（
�
）

随
を
許
さ
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。

惕
斎
は
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
七
月
死
去
、
こ
こ
円
光
寺
に
葬
ら
れ

た
（
増
田
立
軒
『
惕
斎
先
生
行
状
』）。
碑
面
に
い
う
「
仲
君
」
は
中
村
（
仲

村
）
の
姓
を
中
国
風
に
一
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
墓
は
円
光
寺
の
裏
山
斜
面
、
徳
川
家
康
の
歯
を
埋
葬
し
た
と
い
う

東
照
宮
の
東
隣
に
鵜
飼
石
斎
の
墓
と
並
ん
で
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も

と
惕
斎
の
墓
は
も
っ
と
奥
の
山
中
に
あ
り
、
こ
こ
に
移
さ
れ
た
の
は
平
成
十

（
�
）

三
年
（
二
〇
〇
一
）
だ
っ
た
ら
し
い
。
現
在
、
背
後
に
墳
土
は
な
い
が
、
改

葬
前
に
撮
ら
れ
た
か
つ
て
の
写
真
を
見
る
と
、
墓
碑
の
後
ろ
、
石
欄
の
内
側

に
一
定
の
空
間
が
あ
る
の
で
、
が
ん
ら
い
は
そ
こ
に
墳
土
が
あ
っ
た
よ
う
で

（
�
）

あ
る
（
図
３
）。
墓
碑
の
大
き
さ
は
『
家
礼
』
に
い
う
周
尺
に
近
く
、『
家

礼
』
本
来
の
形
状
と
大
き
さ
を
わ
り
あ
い
よ
く
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
『
家
礼
』
の
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
れ
に
忠
実
た
ら
ん
と
し
た
惕
斎
ら

（
�
）

し
い
つ
く
り
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
寺
田
貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
南
に
四
キ

ロ
ほ
ど
離
れ
た
東
山
区
延
年
寺
旧
跡
墓
地
に
中
村
家
一
族
の
墓
域
が
設
け
ら

（
�
）

れ
、
そ
こ
に
惕
斎
の
妻
の
墓
が
あ
っ
た
。
そ
の
形
は
寺
田
氏
に
よ
れ
ば
同
書

に
い
う
「
十
五
種
一
号
」
と
い
う
か
ら
、
尖
頭
型
だ
が
左
右
の
肩
が
や
や
円

（
	
）

く
、
上
部
だ
け
が
尖
っ
て
い
る
形
態
だ
っ
た
ら
し
く
、『
慎
終
疏
節
』
巻
三

に
『
家
礼
』
式
の
墓
碑
と
し
て
載
せ
る
「
圭
首
方

」
の
図
が
こ
れ
に
相
当

す
る
（
図
４
）。
た
だ
し
現
在
、
こ
の
中
村
家
一
族
の
墓
は
失
わ
れ
て
し
ま

（

）

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
鵜
飼
石
斎
（
一
六
一
五
│
一
六
六
四
）〈
図
１
左
お
よ
び
図
５
〉

「
鵜
飼
石
齋
墓
」

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

碑
身

百
二
十
二
・
五
×
三
十
六
・
三
×
二
十
五
・
三

趺

方
趺

二
十
九

墳
土

な
し

四



墓
碑
の
向
か
っ
て
左
面
第
一
行
に
「
貞
節
先
生
藤
原
鵜
飼
信
之
墓
誌

銘
」
と
刻
み
、
第
二
行
よ
り
誌
銘
を
刻
ん
で
背
面
、
右
面
へ
と
続

く
。
文
末
「
寛
文
四
年
甲
辰
仲
秋
上
浣
三
日
／
大
明
虎
林
既
白
山
人

陳
元
贇
謹
撰
」

墓
碑
の
左
手
に
は
墓
誌
を
刻
ん
だ
誌
石
二
枚
が
並
べ
て
立
て
ら
れ
て
い

る左：

蓋
（
凹
面
）
四
十
×
五
十
二
×
九

「
延
寶
五
年
丁
巳
十
一
月
／
十
二
日
改
葬
圓
光
寺

鵜
飼
石
齋
府
君
墓
誌

後
の
世
に
山
く
つ
れ
墓
や
ふ
れ
／
こ
の
石
あ
ら
は
れ
な
は
あ
は

れ
／
み
て
お
ほ
ひ
た
ま
へ
」

右：

底
（
凸
面
）
四
十
一
×
五
十
二
×
九

墓
誌
本
文
と
し
て
履
歴
を
刻
む
。
文
末
「
甲
辰
仲
秋
上
浣
三
日

□
菴
長
澤
堅
節
謹
誌
」

（

）

所
在

京
都
市
左
京
区
・
円
光
寺

鵜
飼
石
斎
は
江
戸
の
人
で
那
波
活
所
門
人
、
尼
崎
藩
儒
と
な
っ
た
が
、
の

ち
致
仕
し
て
京
都
で
講
説
し
た
朱
子
学
者
で
あ
る
。
墓
碑
は
中
村
惕
斎
墓
の

左
側
に
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
碑
面
の
墓
誌
銘
は
明
人
で
日
本
に
亡
命
し
た

陳
元
贇
（
一
五
七
八
│
一
六
七
一
）
の
撰
で
、
銘
題
に
い
う
「
貞
節
」
は
石

斎
の
私
謚
、「
信
之
」
は
諱
で
あ
る
。
碑
身
が
百
二
十
二
・
五
セ
ン
チ
と
惕

斎
墓
よ
り
も
高
い
の
は
『
家
礼
』
に
い
う
「
高
さ
四
尺
」
を
日
本
の
曲
尺
に

ふ
た

よ
っ
て
計
算
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
墓
誌
を
刻
ん
だ
誌
石
の
蓋
（
凹

そ
こ

面
）
と
底
（
凸
面
）
が
左
手
に
並
べ
て
立
て
ら
れ
て
い
て
注
意
さ
れ
る
。

墓
誌
銘
お
よ
び
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
石
斎
は
寛
文
甲
辰
（
四
年
、
一
六
六

四
）
に
没
し
て
「
洛
東
新
黒
谷
山
塔
北
百
五
十
歩
」
に
葬
ら
れ
た
。
こ
れ
は

現
在
の
左
京
区
金
戒
光
明
寺
・
黒
谷
墓
地
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
山
崎
闇
斎
の

墓
の
北
の
方
に
あ
た
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
墓
誌
の
蓋
に
「
延
寶
五
年
丁
巳

十
一
月
／
十
二
日
改
葬
圓
光
寺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
延
宝
五
年
（
一
六
七

（

）

七
）
こ
こ
円
光
寺
に
改
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
墓
碑
は
い
わ
ゆ
る
軒
を
も
つ
形
式
で
、
正
面
に
陥
中
は
あ
る
が
そ

の
彫
り
込
み
は
浅
く
、
山
崎
闇
斎
の
墓
碑
に
近
い
。
た
だ
し
、
墓
碑
に
刻
ん

だ
履
歴
を
「
墓
誌
銘
」
と
呼
ぶ
の
は
実
は
正
し
く
な
く
、
闇
斎
門
人
の
浅
見

（

）

絅
斎
は
「
墓
表
ニ
墓
誌
銘
ト
カ
ク
ハ
ア
ヤ
マ
リ
也
」
と
い
い
、
若
林
強
斎
も

（

）

「
表
シ
テ
立
ル
モ
ノ
ヲ
墓
誌
ト
云
ハ
誤
ナ
リ
」
と
い
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
中
国
の
礼
制
に
よ
れ
ば
誌
石
に
刻
ん
で
地
中
に
埋
め
ら
れ
る
の
が

墓
誌
で
あ
り
墓
誌
銘
だ
か
ら
で
あ
る
。
墓
碑
に
刻
む
場
合
は
墓
碑
文
、
も
し

く
は
銘
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
墓
碑
銘
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ま
た
図
５
に
見
る
よ
う
に
、
凹
状
と
凸
状
の
誌
石
は
、
そ
の
大
き
さ
か
ら

見
て
も
と
も
と
一
対
の
も
の
と
し
て
作
ら
れ
、『
家
礼
』
の
所
説
に
従
い
、

向
か
い
合
わ
せ
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
家
礼
』
喪
礼

の
「
刻
誌
石
」
条
に
よ
れ
ば
、
蓋
に
は
「
某
官
某
公
之
墓
」
も
し
く
は
「
某

君
某
甫
」
と
刻
み
、
底
に
は
簡
単
な
履
歴
を
刻
む
の
で
、
凹
状
の
方
が
蓋
、

凸
状
の
方
が
底
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
蓋
右
側
の
「
延
寶
五
年
丁
巳
十
一
月

／
十
二
日
改
葬
圓
光
寺
」
の
文
字
は
円
光
寺
に
改
葬
さ
れ
た
際
に
追
加
さ
れ

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

五



た
文
字
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
左
側
に
あ
る
和
文
の
「
後
の
世
に
山
く

つ
れ
…
…
あ
は
れ
み
て
」
云
々
の
文
字
も
、
同
じ
改
葬
時
に
新
た
に
刻
ま
れ

（

）

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
「
あ
は
わ
れ
み
て
」
の
語
を
含
む
和
文
の
墓
誌
文
は
、
実
は
山
崎
闇

斎
ら
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
拙
論
で
明
ら
か
に
し

（

）

た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
石
斎
は
闇
斎
と
同
時
代
に
京
都
で
講
学
し
た
朱
子

学
者
で
あ
り
、
子
の
錬
斎
は
闇
斎
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
墓

碑
の
形
式
と
と
も
に
墓
誌
文
の
書
式
も
闇
斎
学
派
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
刊
行
の
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』

に
は
誌
石
の
記
録
が
な
い
の
で
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
平
成
十
三
年
（
二
〇

〇
一
）
中
村
惕
斎
の
墓
を
こ
こ
に
改
葬
し
た
際
に
地
下
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

２

藤
井
懶
斎
、
米
川
操
軒
ら

○
藤
井
懶
斎
（
一
六
二
八
│
一
七
〇
九
）〈
図
６
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
伊
蒿
子
滕
翁
之
墓
」

碑
身

八
十
×
二
十
四
・
五
×
十
七
・
五

趺

方
趺

二
十
一

左
面
か
ら
背
面
、
右
面
へ
と
次
の
墓
碑
文
を
刻
む

滕
姓
、
眞
邊
氏
、
臧
名
、
季
廉
字
、
自
號
伊
蒿
子
。

京
兆
人
也
。
諸
世
而
林
□
□
□
之
與
□
魚

伍
、
其
所
以
隱
而
處
約
之
故
何
耶
。
所
謂
計

窮
力
屈
、
才
短
不
能
營
畫
者
是
也
。
讀
書
而

所
庶
幾
又
何
耶
。
所
謂
不
過
苟
免
顯
然
悔

尤
者
是
也
。
以
是
俟
命
。
命
將
歸
盡
、
因
廼
穿

一
窌
於
考
妣
玄
廬
之
側
、
自
爲
之
銘
。
是
地

也
、
直
雒
之
乾
隅
、
在
鳴
瀧
山
中
、
呼
爲
泉
谷
、

水
土
最
淨
。

銘
曰

山
薈
且
聳
、
泉
□
其

湧
、
喜
吾
首
丘
、
永
奉
先

墳
土

な
し

（

）

所
在

京
都
市
右
京
区
・
西
寿
寺

藤
井
懶
斎
は
中
村
惕
斎
友
人
で
篤
実
な
朱
子
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
墓

は
京
都
市
右
京
区
鳴
滝
の
西
寿
寺
内
に
あ
る
。
碑
面
に
い
う
「
伊
蒿
子
」
は

懶
斎
の
別
号
で
あ
る
。
懶
斎
は
『
本
朝
孝
子
伝
』
や
『
二
礼
童
覧
』
の
著
者

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
い
ま
特
に
重
要
な
の
が
『
二
礼
童
覧
』
で
、
こ
の
書

は
『
家
礼
』
に
も
と
づ
き
つ
つ
喪
祭
の
二
礼
を
和
文
で
わ
か
り
や
す
く
解
説

（

）

し
た
書
物
で
あ
っ
た
。

懶
斎
は
父
の
死
去
に
際
し
、
こ
れ
を
儒
葬
す
る
と
と
も
に
三
年
の
喪
に
服

し
て
い
る
。
右
の
墓
碑
文
を
見
る
と
父
の
墓
も
こ
こ
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
ら

し
い
が
、
現
在
は
墓
地
整
理
が
進
め
ら
れ
た
た
め
か
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
。
写
真
に
見
る
よ
う
に
墓
所
周
辺
は
き
れ
い
に
整
頓
、
改
葬
さ
れ
、
往

（

）

時
の
面
影
は
な
い
。
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さ
て
、
右
に
墓
碑
文
の
全
文
を
翻
刻
し
て
お
い
た
。
こ
の
墓
碑
文
は
懶
斎

（

）

自
撰
で
、
す
で
に
翻
刻
が
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
誤
字
や
脱
字
が
あ

り
、
句
読
点
も
乱
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
を
訂
正
し
た
次
第
で
あ
る
。
つ
い

で
に
書
き
下
し
文
と
簡
単
な
語
釈
も
つ
け
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

滕
は
姓
、
真
辺
は
氏
、
臧
は
名
、
季
廉
は
字
に
し
て
、
自
ら
伊
蒿
子
と

号
す
。
京
兆
の
人
な
り
。
諸
世
而
林
□
□
□
之
与
□
魚
伍
、
其
の
隠
に
し

や
く

お

い
わ
ゆ

き
わ

く
っ

て
約
に
処
る
所
以
の
故
は
何
ぞ
や
。
所
謂
る
計
窮
ま
り
力
屈
し
、
才
短
く

え
い
か
く

こ

ね

が

営
画
す
る
能
わ
ざ
る
者
是
れ
な
り
。
書
を
読
み
て
庶
幾
う
所
は
又
た
何
ぞ

い
や
し

か
い
ゆ
う

や
。
所
謂
る
苟
く
も
顯
然
た
る
悔
尤
を
免
る
に
過
ぎ
ざ
る
者
是
れ
な
り
。

こ
こ

ま

ま
さ

き
じ
ん

す
な
わ

い
ち
こ
う

是
を
以
て
命
を
俟
た
ん
。
命
将
に
帰
尽
せ
ん
と
し
、
因
り
て
廼
ち
一
窌
を

こ
う
ひ

う
が

こ
れ

こ

ら
く

考
妣
玄
廬
の
側
に
穿
ち
、
自
ら
之
が
銘
を
為
す
。
是
の
地
や
、
雒
の
乾
隅

あ
た

に
直
り
、
鳴
滝
山
中
に
在
り
、
呼
び
て
泉
谷
と
為
す
、
水
土
最
も
浄
な

そ
び

り
。

銘
に
曰
く
、
山
薈
し
且
つ
聳
え
、
泉
□
其
れ
湧
く
、
吾
が
首
丘
な

せ
ん
ろ
う

る
を
喜
び
、
永
く
先

を
奉
ぜ
ん
。

「
處
約
」（
約
に
処
る
）
と
は
清
貧
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
、「
計
窮
力
屈
、

才
短
不
能
營
畫
」（
計
窮
ま
り
力
屈
し
、
才
短
く
営
画
す
る
能
わ
ず
）
は
張

載
『
経
学
理
窟
』
気
質
篇
の
語
で
、『
近
思
録
』
巻
七
に
も
載
せ
ら
れ
る
。

み
ず
か
ら
の
能
力
の
乏
し
さ
を
嘆
く
語
で
あ
る
。
ま
た
「
不
過
苟
免
顯
然
悔

尤
」（
苟
く
も
顯
然
た
る
悔
尤
を
免
る
に
過
ぎ
ず
）
は
朱
熹
の
師
、
李
侗
の

語
で
『
延
平
答
問
』
に
見
え
、『
朱
文
公
文
集
』
巻
九
十
七
「
延
平
先
生
李

公
行
状
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
学
問
は
た
だ
大
き
な
後
悔
や
避
難
を
免

れ
る
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
自
嘲
の
語
で
あ
る
。
ま
た
「
一
窌
」
も

「
玄
廬
」
も
墓
の
こ
と
で
あ
り
、「
首
丘
」
は
故
郷
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
、

「
先

」
は
先
祖
の
墓
所
を
い
う
。

こ
こ
に
は
晩
年
、
京
都
の
鳴
滝
に
隠
棲
し
た
こ
と
、
父
母
の
墓
所
の
側
に

み
ず
か
ら
の
墓
を
作
っ
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
に
し
て
生
命
の
尽
き
る
の
を
待

っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
懶
斎
墓
の
向
か
っ
て
左
に
は
懶
斎
次
男
の
象
水
の
墓
（「
象
水
子

滕
叔
観
之
墓
」）、
長
男
の
革
軒
の
墓
（「
革
軒
真
子
剛
之
墓
」）
が
並
ん
で
い

る
。
い
ず
れ
も
碑
身
の
高
さ
四
十
七
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
墓
碑
だ
が
、
尖

頭
型
の
『
家
礼
』
式
と
な
っ
て
い
る
。

○
米
川
操
軒
（
一
六
二
七
│
一
六
七
八
）〈
図
７
お
よ
び
図
８
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
操
軒
幹
叔
居
士
」

碑
身

九
十
八
×
三
十
・
二
×
二
十
一
・
二

趺

方
趺

十
九

背
面
に
「
延
寶
六
年
戊
午
八
月
十
九
日
」
と
刻
む

墳
土

な
し

（

）

所
在

京
都
市
左
京
区
金
戒
光
明
寺
・
黒
谷
墓
地

○
妻
中
村
氏
（
？
│
一
六
六
五
）

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
中
村
氏
貞
月
之
墓
」

碑
身

九
十
八
・
五
×
三
十
・
五
×
二
十
一
・
五

趺

方
趺

二
十
九
・
五

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
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（

）

右
面
に
「
米
川
操
軒
正
室
」、
背
面
に
「
寛
文
五
年
乙
巳
七
月
十
一
日
」

と
刻
む

墳
土

な
し

○
米
川
東
庵
（
一
六
一
一
│
一
六
七
六
）

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
東
菴
常
白
居
士
」」

碑
身

九
十
二
×
三
十
・
二
×
二
十
一
・
三

趺

方
趺

三
十
・
五

背
面
に
「
延
寶
四
年
丙
辰
七
月
二
十
日
」
と
刻
む

墳
土

な
し

米
川
操
軒
は
京
都
の
朱
子
学
者
で
前
述
の
中
村
惕
斎
、
藤
井
懶
斎
と
親
し

く
、
こ
れ
ま
た
『
家
礼
』
に
よ
っ
て
父
を
埋
葬
し
神
主
を
奉
祀
す
る
な
ど
、

（

）

儒
教
儀
礼
を
熱
心
に
行
な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
操
軒
の
墓
は
金
戒
光
明
寺

に
あ
り
、
山
崎
闇
斎
墓
の
東
北
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
す

る
。
こ
こ
に
は
写
真
に
見
る
よ
う
に
、
操
軒
夫
妻
お
よ
び
兄
の
東
庵
夫
妻
ら

の
墓
が
六
基
、
右
か
ら
次
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。

「
理
性
大
姊
米
川
氏
之
墓
」

「
足
菴
宗
節
居
士
」（
宗
白
の
子
）

「
光
譽
惠
三
大
姊
」（
常
白
の
妻
）

「
東
菴
常
白
居
士
」（
操
軒
の
兄
）

「
中
村
氏
貞
月
之
墓
」（
操
軒
の
妻
）

「
操
軒
幹
叔
居
士
」

た
だ
し
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
操
軒
と
そ
の
妻
お

よ
び
理
性
大
姊
米
川
氏
の
墓
三
基
は
こ
こ
よ
り
も
南
の
別
の
区
画
に
あ
っ

（

）た。
同
書
は
一
九
二
二
年
の
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
、
同
じ
米
川
氏
の

墓
碑
を
一
ケ
所
に
ま
と
め
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
右
に
触
れ
た
操
軒
の
父

（

）

（
浄
光
）
の
儒
教
式
墓
も
も
と
も
と
は
こ
こ
に
営
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、

現
在
は
整
理
さ
れ
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

操
軒
の
墓
碑
正
面
に
刻
ま
れ
る
「
幹
叔
」
は
字
、「
居
士
」
は
あ
と
に
見

る
安
積
澹
泊
の
場
合
と
同
じ
で
在
家
仏
教
信
者
の
謂
で
は
な
く
、
学
徳
を
備

え
な
が
ら
仕
官
せ
ず
家
居
す
る
人
物
を
い
う
古
い
漢
語
で
あ
ろ
う
。
操
軒
は

ど
こ
に
も
仕
え
ず
み
ず
か
ら
研
鑽
に
励
ん
だ
た
め
こ
の
称
を
用
い
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
墓
碑
の
大
き
さ
は
友
人
中
村
惕
斎
の
も
の
と
ほ
ぼ
等
し
い
と

こ
ろ
か
ら
、
惕
斎
か
ら
教
示
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

操
軒
墓
の
右
手
後
ろ
に
あ
る
妻
中
村
氏
の
墓
碑
も
、
大
き
さ
は
ほ
ぼ
等
し

い
。
右
端
後
ろ
に
立
つ
理
性
大
姊
米
川
氏
の
墓
碑
は
碑
身
の
高
さ
が
九
十
一

セ
ン
チ
で
や
や
小
ぶ
り
だ
が
同
じ
く
典
型
的
な
タ
イ
プ
Ｂ
の
尖
頭
型
を
示
し

て
い
る
。
背
面
に
「
寛
文
十
二
年
壬
子
七
月
二
十
日
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
没
年
は
一
六
七
二
年
に
当
た
る
か
ら
時
代
的
に
見
て
操
軒
の
姉
か
も
し

れ
な
い
。

（

）

操
軒
の
兄
の
東
庵
は
有
名
な
香
人
で
、
別
号
の
常
白
で
よ
く
知
ら
れ
る
。

墓
碑
は
操
軒
の
よ
り
も
高
さ
が
や
や
低
い
だ
け
で
寸
法
は
お
お
む
ね
同
じ
で

あ
る
。
尖
頭
型
だ
が
左
右
の
肩
が
や
や
円
く
、
最
上
部
だ
け
を
尖
ら
せ
た
形

態
で
、
先
の
中
村
惕
斎
の
妻
の
墓
型
と
等
し
い
。
右
後
ろ
の
東
庵
妻
の
光
譽
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惠
三
大
姊
、
お
よ
び
右
横
に
並
ぶ
東
庵
の
子
の
足
庵
の
墓
碑
も
同
型
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
『
家
礼
』
に
い
う
「
圭
首
」
の
形
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
が
、
な
ぜ
操
軒
ら
の
墓
と
違
っ
て
最
上
部
だ
け
を
尖
ら
せ
た
形
に
な
っ
て

い
る
の
か
は
今
後
の
検
討
に
俟
ち
た
い
。

３

伊
藤
仁
斎
・
東
涯
ら

○
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
│
一
七
〇
五
）〈
図
９
お
よ
び
図
１０
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
古
學
先
生
伊
藤
君
碣
」（
篆
題

正
面
上
部
に
右
か
ら
二
字
ず
つ
刻
む
）

碑
身

百
二
十
二
×
四
十
五
・
五
×
二
十
二
・
五

趺

方
趺

二
十
一
・
五

正
面
か
ら
左
面
へ
と
碣
銘
を
刻
む

左
面
の
文
字
は
「
寶
永
三
年
丙
戌

三
月
十
二
當
小
祥
日

北
村
可
昌
謹
譔
／
孝
子
長
胤

建
」
の
み

墳
土

あ
り

（

）

所
在

京
都
市
右
京
区
・
二
尊
院

仁
斎
ら
伊
藤
家
の
墓
所
は
京
都
右
京
区
嵯
峨
小
倉
山
の
二
尊
院
内
に
あ

る
。
こ
れ
は
仁
斎
の
母
の
寿
玄
孺
人
（
里
村
ナ
ベ
）
が
京
都
の
豪
商
、
角
倉

了
以
の
一
族
で
あ
っ
た
た
め
角
倉
家
菩
提
寺
の
二
尊
院
に
葬
ら
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
寿
玄
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）、
夫
の
了
室
に
先
立
っ

て
亡
く
な
り
、
仁
斎
は
ま
ず
、
み
ず
か
ら
の
母
の
墓
を
こ
こ
に
営
ん
だ
の
で

（

）

あ
る
。
翌
年
に
は
了
室
も
死
去
、
こ
の
地
に
葬
ら
れ
、
こ
こ
が
伊
藤
家
の
墓

所
と
な
っ
た
。
見
取
り
図
に
見
る
よ
う
に
、
塋
域
内
に
は
仁
斎
と
子
の
東
涯

の
墓
を
中
心
と
し
て
墓
三
十
数
基
が
ず
ら
り
と
立
ち
並
ん
で
い
て
印
象
的
で

（

）

あ
る
（
図
１１
参
照
）。
な
お
、
角
倉
家
の
墓
所
は
伊
藤
家
墓
所
の
す
ぐ
裏
手

（
西
側
）
に
あ
る
。

塋
域
に
は
仁
斎
墓
を
北
に
、
東
涯
墓
を
南
に
、
ほ
ぼ
同
じ
造
り
で
配
し
て

い
る
。
こ
の
二
基
の
み
石
組
と
石
欄
で
ぐ
る
り
と
周
り
を
取
り
囲
み
、
ま
た

墳
土
を
も
つ
な
ど
規
模
が
大
き
く
、
墓
碑
も
大
型
で
あ
る
。
他
の
墓
は
現
在

は
お
お
む
ね
墓
碑
の
み
で
、
大
き
さ
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
み
な
仁
斎
・
東
涯

の
も
の
よ
り
も
小
型
で
あ
る
（
図
１２
）。

仁
斎
墓
碑
に
刻
ま
れ
る
碑
文
は
、「
古
学
先
生
伊
藤
君
碣
銘�

」
と
し
て
仁

斎
の
『
古
学
先
生
文
集
』
巻
首
に
載
っ
て
い
る
。
撰
者
の
北
村
可
昌
は
号
は

篤
所
、
仁
斎
門
人
で
あ
る
。
そ
の
文
末
に
あ
る
よ
う
に
「
寶
永
三
年
」（
一

七
〇
六
）、
仁
斎
死
去
の
翌
年
、「
孝
子
長
胤
」
す
な
わ
ち
東
涯
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
。

篆
題
に
わ
ざ
わ
ざ
「
碣
」
と
い
う
の
は
中
国
の
礼
制
と
関
係
が
あ
る
。
碣

は
地
位
の
比
較
的
低
い
者
の
墓
碑
を
い
い
、
い
ま
東
涯
の
『
刊
謬
正
俗
』
を

見
る
と
、
そ
の
第
十
一
「
碑
碣
類
」
に
『
唐
六
典
』
や
『
明
会
典
』
を
引
き

つ
つ
、
五
品
以
上
が
碑
を
用
い
、
そ
れ
以
下
で
は
碣
を
用
い
る
と
考
証
し
て

（

）

い
る
。
仁
斎
は
特
に
位
階
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
謙
遜
し
て
「
碑
」
と
い
わ

ず
に
「
碣
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
涯
ら
が
墓
制
に
お
い
て
『
家

礼
』
を
重
要
な
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
『
刊
謬
正
俗
』
の
「
碑
碣

類
」
に
、

吾
國
之
於
華
、
周
漢
邈
矣
。
其
制
度
文
爲
、
皆
斟
酌
唐
禮
、
故
須
稽
六

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

九



典
所
載
。
家
禮
亦
儒
家
之
所
通
用
、
不
可
不
證
。
明
氏
制
度
、
亦
可
以

參
考
。
而
今
士
庶
家
、
製
碑
甚
大
、
大
書
深
刻
、
螭
首
龜
趺
、
殆
擬
公

侯
、
可
謂
僭
矣
、
可
謂
謬
矣
。
慾
執
禮
者
、
須
稽
六
典
家
禮
所
載
、
以

正
其
制
、
亦
足
以
免
陷
親
於
非
禮
之
失
。

は
る

（
吾
が
国
の
華
に
於
け
る
、
周
漢
邈
か
な
り
。
其
の
制
度
文
為
は
皆
な

か
ん
が

唐
礼
を
斟
酌
す
。
故
に
須
ら
く
六
典
の
載
す
る
所
を
稽
う
べ
し
。
家

礼
も
亦
た
儒
家
の
通
用
す
る
所
な
れ
ば
、
証
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

明
氏
制
度
も
亦
た
以
て
参
考
す
べ
し
。
而
る
に
今
、
士
庶
の
家
は
、

ほ
と
ん

碑
を
製
す
る
こ
と
甚
だ
大
に
、
大
書
深
刻
、
螭
首
亀
趺
し
て
、
殆
ど

あ
や
ま

公
侯
に
擬
す
。
僭
な
り
と
謂
う
べ
し
、
謬
て
り
と
謂
う
べ
し
。
礼
を

執
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
須
ら
く
六
典
・
家
礼
の
載
す
る
所
を
稽
え

お
と

て
、
以
て
其
の
制
を
正
さ
ば
、
亦
た
以
て
親
を
非
礼
に
陥
す
の
失
を

免
る
に
足
る
べ
し
。）

と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
周
漢
は
時
代
が
隔
た
り
す

ぎ
て
い
る
た
め
『
唐
六
典
』
お
よ
び
「
儒
家
の
通
用
」
す
る
『
家
礼
』
を
基

準
と
し
て
用
い
、
明
代
の
制
度
を
参
照
す
る
こ
と
で
「
非
礼
」
の
過
ち
を
避

け
、
適
正
な
礼
制
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
墓
碑
の
形
が
尖
頭
型
で
方
趺
を
も
つ
の
は
『
唐
六
典
』
に

い
う
「
七
品
以
上
立
碣
、
圭
首
方
趺
」（
同
書
巻
四
）
お
よ
び
『
家
礼
』
の

所
説
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
墓
碑
は
高
さ
が
百
二
十
二
セ
ン

チ
、
闊
は
四
十
五
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
十
二
・
五
セ
ン
チ
で
、
日
本
の
曲

尺
で
い
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
四
尺
、
一
尺
五
寸
、
七
寸
に
相
当
し
て
い

る
。
こ
れ
は
『
家
礼
』
に
「
高
さ
四
尺
」、「
闊
尺
以
上
」、「
其
の
厚
さ
三
の

二
に
居
る
」
に
と
い
う
の
に
ぴ
っ
た
り
合
致
す
る
長
さ
で
あ
る
。
仁
斎
・
東

涯
ら
は
周
尺
で
は
な
く
、
日
本
の
曲
尺
を
使
っ
て
寸
法
を
計
算
し
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
墓
碑
の
周
囲
に
墓
主
の
履
歴
を
刻
む
点
に
つ
い
て
は
『
唐
六

典
』
に
は
記
載
が
な
い
た
め
、『
家
礼
』
に
従
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

墓
碑
の
後
ろ
に
は
墳
土
の
跡
が
残
っ
て
お
り
、
土
葬
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
墳
土
は
当
初
は
も
っ
と
高
く
盛
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
東
涯
撰

「
先
府
君
古
学
先
生
行
状
」（『
古
学
先
生
文
集
』
巻
首
）
に
は
「
葬
于
小
倉

山
二
尊
院
先
塋
之
側
、
墳
高
四
尺
、
以
擬
馬
鬣
云
」
と
い
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、『
礼
記
』
檀
弓
篇
上
に
い
う
馬
鬣
封
式
│
│
馬
の
鬣
の
よ
う
に
上
の

方
を
先
細
り
に
盛
っ
た
形
│
│
で
、
高
さ
が
四
尺
す
な
わ
ち
百
二
十
セ
ン
チ

ほ
ど
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
高
さ
が
四
尺
と
い
う
の
は
『
家
礼
』
の

「
墳
は
高
さ
四
尺
」
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

仁
斎
以
下
、
伊
藤
家
の
墓
制
に
関
し
て
は
、
仁
斎
の
長
孫
、
東
所
時
代
の

状
況
だ
が
、『
家
訓
大
略
』
に
伊
藤
家
の
喪
祭
に
つ
い
て
、

喪
祭
ハ
文
公
家
礼
等
ヲ
取
捨
シ
并
古
来
仕
来
ノ
例
モ
ア
リ
、
一
ヲ
以
テ

（

）

泥
ム
ヘ
カ
ラ
ス
。

と
い
う
よ
う
に
「
文
公
家
礼
」
を
基
本
に
し
た
と
証
言
さ
れ
て
い
る
。
浅
見

絅
斎
も
「
仁
齋
ガ
死
シ
テ
、
儀
節
ヲ
萬
事
用
ル
ヨ
シ
」
と
、
ふ
だ
ん
朱
子
学

を
批
判
し
て
い
た
仁
斎
だ
が
葬
礼
に
つ
い
て
は
み
な
『
文
公
家
礼
儀
節
』
を

（

）

用
い
て
い
た
と
指
摘
し
て
お
り
、『
家
礼
』
の
影
響
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
る
。

○
伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇
│
一
七
三
六
）〈
図
１３
お
よ
び
図
１４
〉

一
〇



尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
紹
述
先
生
碣
銘
」（
篆
題

正
面
上
部
に
右
か
ら
刻
む
）

碑
身

百
二
十
二
×
四
十
六
×
二
十
一
・
二

趺

方
趺

二
十
二

正
面
か
ら
左
面
へ
、
さ
ら
に
背
面
へ
と
碣
銘
を
刻
む

文
末
「
元
文
二

年
歳
次
丁
巳
夏
六
月
望
日
／
子
善
韶
建
」

墳
土

あ
り

所
在

同
右

東
涯
の
墓
は
仁
斎
の
墓
の
南
側
に
あ
る
。
墓
碑
に
刻
ま
れ
る
碑
文
は
『
紹

述
先
生
文
集
』
巻
首
に
「
紹
述
先
生
伊
藤
君
碣
銘
」
と
し
て
載
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
撰
文
は
内
大
臣
藤
原
常
雅
、
篆
額
は
權
中
納
言
藤
原
俊

将
、
書
丹
は
右
中
将
藤
原
隆
英
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
墓
を
建
て
た
「
善

韶
」
と
は
東
涯
三
男
で
伊
藤
家
を
継
い
だ
東
所
で
あ
る
。
墳
土
は
今
は
わ
ず

か
な
盛
り
上
が
り
し
か
な
い
が
、
当
初
は
仁
斎
の
墓
と
同
じ
く
馬
鬣
封
式
に

高
く
盛
り
土
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
墓
の
造
作
や
大
き
さ
は
仁
斎
墓
と

ほ
ぼ
同
じ
で
き
わ
め
て
立
派
で
あ
る
。

○
そ
の
他

仁
斎
・
東
涯
以
外
の
他
の
主
な
墓
碑
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
先

ほ
ど
触
れ
た
仁
斎
母
の
寿
玄
の
墓
（「
壽
玄
孺
人
里
村
氏
之
墓
」）
は
父
了
室

の
墓
（「
伊
藤
了
室
府
君
之
墓
」）
と
と
も
に
、
仁
斎
・
東
涯
の
墓
の
中
間
後

ろ
に
並
ん
で
い
る
（
図
１５
）。
こ
れ
ら
が
当
塋
域
の
中
で
最
も
古
い
墓
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
た
だ
し
こ
れ
ら
の
墓
碑
に
は
い
ず
れ
も
側
面
に

「
孝
孫
長
胤
建
」
と
刻
ま
れ
、
寿
玄
墓
に
は
そ
の
年
次
が
「
寶
永
丁
亥
」
と

見
え
る
の
で
、
現
在
の
墓
碑
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
七
）
つ
ま
り
仁
斎
死
去

の
年
に
、
仁
斎
の
墓
に
先
立
っ
て
東
涯
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
と
わ
か

る
。碑

面
に
刻
ま
れ
る
「
寿
玄
」
は
私
諡
、「
孺
人
」
は
中
国
風
の
夫
人
の
尊

称
で
、
羅
山
妻
の
「
順
淑
孺
人
」
の
場
合
に
等
し
い
。「
府
君
」
は
こ
れ
ま

た
中
国
風
の
亡
父
の
呼
称
で
あ
る
。
と
も
に
墓
碑
の
碑
身
の
高
さ
九
十
七
セ

ン
チ
ほ
ど
で
、
仁
斎
・
東
涯
の
よ
り
や
や
小
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
仁
斎
三
男
介
亭
の
墓
（「
謙
節
先
生
伊
藤
君
碣
」）、
東
涯
以

後
、
伊
藤
家
を
継
い
だ
東
所
の
墓
（「
修
成
先
生
碣
銘
」）、
東
里
の
墓
（「
恭

敬
先
生
碣
」）、
東
峯
の
墓
（「
靖
共
先
生
碣
」）
な
ど
は
、『
家
訓
大
略
』
に

（

）

「
東
所
先
生
ニ
到
テ
、
塋
域
稍
窄
」
と
い
う
よ
う
に
い
く
ら
か
小
ぶ
り
に
な

る
が
、
み
な
尖
頭
型
で
篆
題
を
も
ち
、
風
格
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
伊
藤
家
墓
所
は
『
家
礼
』
を
ふ
ま
え
た
儒
式
墓
と
し
て
も
っ
と
注
目

さ
れ
て
よ
い
。
見
取
り
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
当
塋
域
に
は
多
く
の
墓
碑
が

立
ち
並
ん
で
お
り
、
現
在
な
お
伊
藤
家
代
々
の
墓
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
大
き
さ
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
作
ら
れ
た
左
端
の
「
分
家

伊
藤
家
之
墓
」
を
除
い
て
す�

べ�

て�

尖
頭
型
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
立
て

ら
れ
、
今
な
お
伊
藤
家
の
人
々
を
埋
葬
す
る
「
伊
藤
氏
世
代
之
墓
」（
仁
斎

墓
右
手
前
）
も
『
家
礼
』
式
尖
頭
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
伊
藤
家
の
墓
碑
文
の

多
く
が
側
面
や
背
面
に
墓
主
の
履
歴
を
刻
ん
で
い
る
の
も
、
も
と
を
た
だ
せ

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
一



（

）

ば
『
家
礼
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
家
の
方
々
は
こ
の
墓
形
は
た
だ
家

法
に
従
っ
て
い
る
だ
け
で
、『
家
礼
』
に
も
と
づ
く
も
の
と
は
意
識
し
て
お

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
単
な
る
史
跡
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
現
代
に
お
け

る
『
家
礼
』
式
墓
碑
と
し
て
も
、
長
尾
雨
山
ら
の
墓
と
と
も
に
注
意
さ
れ
る

（

）

べ
き
も
の
で
あ
る
。

○
北
村
篤
所
（
一
六
四
七
│
一
七
一
八
）〈
図
１６
〉

円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）

「
文
英
先
生
碣
銘
」（
篆
題

正
面
上
部
に
右
か
ら
刻
む
）

碑
身

百
二
十
・
三
×
四
十
七
・
七
×
二
十
六
・
八

趺

方
趺

二
十
五

正
面
に
碣
銘
を
刻
み
、
背
面
に
伊
藤
東
涯
の
次
の
文
を
刻
む

文
英
先
生
、
名
重
於
搢
紳
之
間
、
招
致
就
問
、
多
所
矜
式
、
前
中
納

言
從
二

位
韶
光
卿
爲
撰
其
碣
銘
、參
議
左
大
辨
光
榮
卿
書

篆
額
、其
子
弟
屬

予
記
其
由
于
碑
陰
云

伊
藤
長
胤
謹
誌

享
保
五
年
庚
子
七
月
十
一
日

男

可
憲

建

墳
土

な
し

（

）

所
在

京
都
市
左
京
区
金
戒
光
明
寺
・
黒
谷
墓
地

北
村
篤
所
は
京
都
の
生
ま
れ
で
伊
藤
仁
斎
に
学
び
、
大
和
・
戒
重
藩
の
儒

臣
と
し
て
講
学
す
る
と
と
も
に
、
藩
主
の
侍
講
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
先

ほ
ど
と
り
上
げ
た
仁
斎
の
「
古
学
先
生
伊
藤
君
碣
銘
」
の
撰
者
で
も
あ
る
た

め
、
こ
こ
に
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

篤
所
の
墓
は
金
戒
光
明
寺
・
黒
谷
墓
地
の
、
山
崎
闇
斎
墓
の
東
十
五
メ
ー

ト
ル
、
米
川
操
軒
墓
の
北
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
墓
碑
の
大

き
さ
は
仁
斎
・
東
涯
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
篆
題
に
「
碣
銘
」
と
い
う
の
も
共

通
し
て
い
る
。
こ
れ
が
仁
斎
た
ち
の
方
式
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
墓
碑
を

『
家
礼
』
式
と
見
る
の
も
、
こ
う
し
た
仁
斎
・
東
涯
と
の
関
係
に
よ
る
。
た

だ
し
、
上
部
が
円
い
円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）
で
あ
る
点
だ
け
は
違
っ
て
い

る
。碣

銘
撰
者
の
「
前
中
納
言
従
二
位
韶
光
卿
」
は
勘
解
由
小
路
韶
光
で
仁
斎

の
『
古
学
先
生
文
集
』
の
序
も
書
い
て
お
り
、
書
丹
・
篆
額
者
の
「
参
議
左

（

）

大
辨
光
榮
卿
」
は
歌
人
の
烏
丸
光
栄
で
あ
る
。
背
面
に
刻
ま
れ
る
東
涯
の
碑

陰
文
は
、
東
涯
の
『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
十
四
・
碑
陰
類
に
「
書
文
英
先
生

（

）

碑
陰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
碑
銘
に
「
葬
于
黒
谷
先
塋
之
側
」
と
い
う
か
ら
、
こ
こ
に
は
北
村

家
先
祖
の
塋
域
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
今
そ
の
面
影
は
な
く
、
篤
所
の
墓
碑

だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い
る
。

二

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓

│
│
江
戸
時
代
前
半
そ
の
四

水
戸
藩
士

茨
城
県
水
戸
市
に
は
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
が
作
ら
せ
た
大
規
模

な
儒
式
墓
地
が
あ
り
、
今
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
常
盤

共
有
墓
地
と
酒
門
（
坂
戸
）
共
有
墓
地
が
そ
れ
で
、
も
と
も
と
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
四
月
に
光
圀
の
命
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

一
二



儒
教
に
傾
倒
し
林
羅
山
・
鵞
峰
ら
林
家
と
も
関
係
の
深
か
っ
た
光
圀
は
、

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
父
頼
房
を
儒
礼
に
よ
っ
て
埋
葬
し
、
水
戸
北
方

の
常
陸
太
田
瑞
龍
山
に
儒
式
の
水
戸
徳
川
家
墓
所
を
造
営
し
た
あ
と
、
寛
文

六
年
（
一
六
六
六
）
四
月
、
今
度
は
家
臣
の
た
め
の
儒
式
墓
地
を
水
戸
城
下

郊
外
に
作
る
。
城
下
の
台
地
部
す
な
わ
ち
上
町
に
居
住
す
る
藩
士
の
た
め
に

は
常
盤
墓
地
を
、
低
地
部
の
下
町
に
居
住
す
る
藩
士
の
た
め
に
は
酒
門
墓
地

を
造
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
さ
ら
に
、
葬
祭
実
践
の
た
め
の
手
引
書
と

し
て
「
文
公
家
礼
」
に
も
と
づ
く
『
喪
祭
儀
略
』
を
和
文
で
撰
述
し
藩
士
に

配
布
し
た
。
そ
の
こ
と
は
「
桃
源
遺
事
」
巻
一
上
に
寛
文
六
年
の
こ
と
と
し

て
、

同
六
年
丙
午
四
月
、
諸
士
の
墓
所
を
常
州
水
戸
常
盤
と
坂
戸
の
兩
所
に

被
仰
付
、
且
文
公
家
禮
に
よ
り
、
喪
祭
儀
略
と
い
ふ
書
を
御
え
ら
ひ
、

（

）

諸
士
に
下
さ
れ
候
。
此
時
御
歳
三
十
九
。

と
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
ら
の
実
践
に
は
前
年
の
寛
文
五
年
（
一
六

六
五
）、
賓
師
と
し
て
迎
え
た
朱
舜
水
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
あ
た
り
の
経
緯
は
旧
稿
で
論
じ
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

（

）

あ
る
。

そ
し
て
「
酒
門
・
常
葉
（
常
盤
）
の
両
墓
地
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
今

日
に
至
る
ま
で
、
特
定
の
寺
に
属
さ
ず
、
諸
宗
の
共
同
墓
地
と
し
て
利
用
さ

（

）

れ
、
昔
時
の
光
圀
の
理
想
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
代

に
お
け
る
貴
重
な
儒
式
墓
地
と
し
て
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。
同
じ
儒
式

で
も
瑞
龍
山
の
水
戸
徳
川
家
墓
地
で
は
大
名
と
し
て
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い

格
式
が
整
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
常
盤
・
酒
門
墓
地
に
お
い
て
は
士
庶
の
た

め
の
儀
礼
書
と
し
て
『
家
礼
』
の
影
響
が
顕
著
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
最

も
大
規
模
な
『
家
礼
』
式
墓
地
と
し
て
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ

の
う
ち
の
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
。
時
期
的
に
は
幕
末
に

か
か
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
墓
地
の
当
初
の
造
営
が
江
戸
時
代
前
半

（

）

な
の
で
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（

）

１

常
盤
共
有
墓
地

○
安
積
澹
泊
（
一
六
五
六
│
一
七
三
八
）〈
図
１７
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四
角
錐
型
）

「
故
老
牛
居
士
安
積
君
墓
」

碑
身

九
十
×
二
十
九
・
八
×
二
十
・
五

趺

方
趺

二
十
一

向
か
っ
て
左
面
か
ら
背
面
、
右
面
へ
と
墓
碑
文
を
刻
む

文
末
「
元
文

戊
午
之
冬
／
孝
子

直
行
建
／
友
人
小
池
友
賢
撰
」

墳
土

な
し

所
在

水
戸
市
松
本
町
・
常
盤
共
有
墓
地

安
積
澹
泊
は
前
期
水
戸
藩
を
代
表
す
る
儒
者
で
、
光
圀
の
命
に
よ
り
少
年

時
代
か
ら
朱
舜
水
に
師
事
、
の
ち
彰
考
館
総
裁
と
し
て
『
大
日
本
史
』
編
纂

に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
水
戸
黄
門
」
渥
美
格
之
進

の
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、
墓
に
向
か
う
墓
道
に
は
「
水
戸
黄
門

格
さ
ん
の
墓
」
の
標
識
が
あ
り
、
墓
横
に
は
「
格
さ
ん
の
墓
」
の
幟
が
立
っ

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
三



て
い
る
。

そ
の
墓
は
高
さ
六
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
組
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
上
に
墓
碑

が
立
つ
。
碑
面
に
い
う
「
老
牛
居
士
」
は
致
仕
後
の
自
称
で
あ
り
、「
居
士
」

は
在
家
の
仏
教
信
者
と
誤
解
さ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
の
語
は
も
と
も
と
学
徳
を

（

）

備
え
な
が
ら
仕
官
せ
ず
家
居
す
る
人
物
と
い
う
意
味
の
漢
語
で
、
澹
泊
は
そ

の
よ
う
な
意
味
を
込
め
て
致
仕
後
の
自
分
を
こ
の
語
で
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
。
墓
碑
文
の
末
尾
に
い
う
「
直
行
」
は
澹
泊
の
嗣
子
、
撰
者
の
小
池
友
賢

は
号
は
桃
洞
、
水
戸
藩
儒
で
、
こ
れ
ま
た
彰
考
館
総
裁
に
な
っ
た
人
物
で
あ

（

）

（

）

る
。
こ
の
墓
碑
文
は
『
事
実
文
編
』
巻
二
十
九
、『
史
林
墓
表
』
に
も
翻
刻

が
載
っ
て
い
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
水
戸
藩
で
は
光
圀
ら
が
『
家
礼
』
に
も
と
づ
い
て
撰

述
し
た
『
喪
祭
儀
略
』
が
藩
士
の
喪
祭
の
手
引
書
と
し
て
長
く
遵
守
さ
れ
、

安
積
澹
泊
の
墓
も
こ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。『
喪
祭
儀
略
』

は
写
本
で
伝
わ
り
、
い
く
つ
か
異
本
が
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
Ｂ
系
統
『
喪
祭

儀
略
』
に
は
本
文
と
と
も
に
澹
泊
の
葬
儀
の
も
よ
う
を
記
し
た
「
安
積
氏
葬

儀
」
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
に
よ
っ
て
石
碑
図
を
挙
げ
て

お
く
（
図
１８
）。
澹
泊
の
墓
碑
は
こ
の
図
に
忠
実
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

一
見
し
て
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
墓
碑
（
石
碑
）
の
寸
法
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

高
四
尺

今
尺
ニ
テ
二
尺
五
寸
四
分

厚
七
寸
九
分

今
尺
ニ
テ
五
寸
一
分

闊
サ
一
尺
一
寸
八
分

今
尺
ニ
テ
七
寸
六
分

こ
の
寸
法
は
林
鵞
峰
『
泣
血
余
滴
』
に
い
う
荒
川
亀
（
羅
山
妻
）
の
墓
碑

（

）

と
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
尺
」
は
周
尺
、「
今
尺
」
は
日
本
の
曲
尺
を
い
う
。
た
だ

し
、
澹
泊
墓
碑
の
実
際
の
寸
法
は
こ
れ
よ
り
大
き
く
、
碑
身
の
高
さ
だ
け
を

見
て
も
「
今
尺
ニ
テ
二
尺
五
寸
四
分
」
と
い
う
の
は
二
・
五
四
×
三
十
・
三

セ
ン
チ
で
七
十
七
セ
ン
チ
に
な
る
は
ず
だ
が
、
実
際
の
碑
身
は
九
十
セ
ン
チ

あ
る
。
水
戸
藩
士
の
他
の
早
期
の
墓
碑
は
、
こ
の
あ
と
の
望
月
恒
隆
や
河
合

菊
泉
、
打
越
弥
八
ら
の
事
例
に
見
る
よ
う
に
、
碑
身
の
高
さ
は
お
お
む
ね
七

十
七
〜
七
十
八
セ
ン
チ
な
の
で
『
泣
血
余
滴
』
と
『
喪
祭
儀
略
』
に
よ
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
羅
山
や
荒
川
亀
ら
林
家
の
墓

碑
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
澹
泊
の
墓
碑
が
そ
れ

よ
り
一
回
り
大
き
い
の
は
お
そ
ら
く
そ
の
功
績
の
大
き
さ
を
考
慮
し
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
す
ぐ
あ
と
に
見
る
青
山
拙
斎
と
佩
弦
斎
の
墓
碑
が

比
較
的
大
き
く
、
澹
泊
と
同
程
度
の
規
模
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
あ
わ

せ
ら
れ
る
。
拙
斎
と
佩
弦
斎
が
幕
末
の
水
戸
藩
を
代
表
す
る
高
名
な
学
者
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

も
う
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
墓
碑
の
形
で
あ
り
、
タ
イ
プ
Ｂ
の
尖
頭
型
で

は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
将
棋
型
で
は
な
く
、
四
辺
か
ら
頂
点
に
向
か
っ
て
す

ぼ
ま
る
四
角
錐
型
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
石
碑
図
の
説
明

に
「
碑
首
ハ
圭
首
ト
テ
四
方
ヨ
リ
ソ
ギ
テ
中
ヲ
高
ク
ス
ル
ナ
リ
」
と
見
え
る

と
お
り
で
あ
る
。『
家
礼
』
に
い
う
「
圭
首
」
を
上
部
の
尖
っ
た
形
状
、
し

か
も
四
角
錐
型
と
解
し
た
わ
け
で
、
水
戸
藩
士
の
『
家
礼
』
式
墓
碑
は
、
常

一
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盤
・
酒
門
に
お
い
て
も
み
な
こ
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
の
が
他
と
異
な
る
特

色
に
な
っ
て
い
る
（
図
１９
）。

墳
土
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
が
、『
喪
祭
儀
略
』
に
は
「
墳
墓
図
」
と
し

て
『
泣
血
余
滴
』
と
同
じ
馬
鬣
封
の
図
が
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

当
初
は
羅
山
や
仁
斎
ら
の
墓
と
同
じ
く
馬
鬣
封
の
墳
土
を
も
っ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
ま
た
同
書
に
は
「
誌
石
図
」（
図
２０
）
も
載
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
、

右
、
石
二
尺
四
方
二
枚
ホ
ド
ニ
シ
テ
二
枚
ニ
字
ヲ
刻
ス
。
両
面
ヲ
合
セ

テ
鉄
繩
ニ
テ
十
文
字
ニ
之
レ
ヲ
シ
メ
ル
ナ
リ
。
土
ヲ
一
二
尺
入
テ
後
誌

石
ハ
前
方
ニ
埋
ム
ベ
シ

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、『
家
礼
』
式
の
墓
誌
銘
を
刻
ん
だ
誌
石
も
埋
め

ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

○
高
橋
坦
室
（
一
七
七
一
一
八
二
三
）〈
図
２１
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四
角
錐
型
）

「
又
一
郎
高
𣘺
君
墓
」

碑
身

六
十
五

趺

方
趺

所
在

同
右

澹
泊
墓
の
北
側
奥
、
高
橋
家
の
墓
所
内
に
あ
る
。
坦
室
は
長
久
保
赤
水
に

学
び
、
藤
田
幽
谷
と
と
も
に
両
才
子
と
称
さ
れ
た
儒
者
。
天
明
六
年
（
一
七

八
六
）
彰
考
館
に
入
り
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
彰
考
館
総
裁
と
な
っ

た
。
写
真
の
左
奥
か
ら
右
へ
二
つ
目
が
坦
室
の
墓
で
、
碑
身
は
高
さ
六
十
五

セ
ン
チ
と
、
澹
泊
の
墓
碑
よ
り
も
か
な
り
小
ぶ
り
で
、
墓
碑
正
面
に
も
「
又

一
郎
高
𣘺
君
墓
」
と
の
み
刻
む
、
き
わ
め
て
質
素
な
つ
く
り
で
あ
る
。
坦
室

は
名
は
広
備
、
又
一
郎
は
通
称
で
あ
る
。
な
お
、
右
手
の
新
し
い
標
柱
に
記

さ
れ
る
「
担�

室
」
は
「
坦
室
」
の
誤
記
で
あ
る
。

こ
の
墓
所
内
に
は
高
橋
家
の
人
々
の
尖
頭
型
墓
碑
が
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で

ず
ら
り
と
並
ん
で
お
り
印
象
的
で
あ
る
。

○
青
山
拙
斎
（
一
七
七
六
│
一
八
四
三
）〈
図
２２
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四
角
錐
型
）

「
故
小
姓
弘
道
館
総
敎
拙
齋
青
山
先
生
墓
」

碑
身

八
十
九
×
三
十
一
・
二
×
二
十
一
・
七

趺

方
趺

十
六

左
面
か
ら
背
面
、
右
面
へ
と
墓
碑
文
を
び
っ
し
り
と
刻
む

墳
土

な
し

○
青
山
佩
弦
斎
（
一
八
〇
八
│
│
一
八
七
一
）

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四
角
錐
型
）

「
故
大
學
中
博
士
青
山
君
墓
」

碑
身

八
十
七
×
三
十
・
五
×
二
十
一
・
五

趺

方
趺

十
六

墳
土

な
し

所
在

同
右

の
ぶ
ゆ
き

青
山
家
の
墓
所
内
に
並
ん
で
立
つ
。
拙
斎
は
延
于
の
名
で
も
知
ら
れ
る
。

水
戸
藩
士
で
立
原
翠
軒
に
師
事
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
彰
考
館
に
入

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
五



り
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
総
裁
と
な
る
。
藤
田
幽
谷
ら
と
と
も
に
徳
川

斉
昭
の
藩
政
改
革
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
著
述
も
多
い
。
天
保

九
年
（
一
八
三
八
）
斉
昭
が
藩
校
弘
道
館
を
作
る
と
側
近
で
あ
る
小
姓
頭
に

抜
擢
さ
れ
、
会
沢
正
志
斎
と
と
も
に
弘
道
館
初
代
総
教
と
な
っ
た
。
碑
面
に

は
そ
の
職
位
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
墓
碑
の
寸
法
は
安
積
澹
泊
の
も
の
に
ほ
ぼ

等
し
い
。

碑
身
の
周
囲
に
刻
ま
れ
る
長
文
の
墓
碑
文
は
子
の
青
山
佩
弦
斎
の
撰
で
、

（

）

現
在
は
か
な
り
磨
滅
し
て
い
る
が
、『
事
実
文
編
』
巻
五
十
九
お
よ
び
『
史

（

）

林
墓
表
』
に
「
先
考
拙
齋
先
生
墓
表
」
と
し
て
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
読

む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
会
沢
正
志
斎
に
「
量
介
青
山
君
墓
誌
」
が
あ

（

）

る
の
で
、
誌
石
が
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
量
介
は
拙
斎
の
通
称
で

あ
る
。

ま
た
向
か
っ
て
右
に
は
妻
の
佐
埜
氏
の
墓
碑
（「
故
佐
埜
氏
夫
人
之
墓
」）

が
、
や
や
小
ぶ
り
だ
が
同
じ
四
角
錐
型
で
並
ん
で
い
る
。

向
か
っ
て
左
に
は
青
山
佩
弦
斎
の
墓
が
並
ぶ
。
佩
弦
斎
は
拙
斎
の
長
子

の
ぶ
み
つ

で
、
一
般
に
延
光
の
名
で
知
ら
れ
る
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
彰
考
館
総

裁
代
役
、
同
十
四
年
（
一
八
四
三
）
小
姓
頭
に
進
み
、
弘
道
館
教
授
頭
取
と

な
っ
た
。『
大
日
本
史
』
の
完
成
に
貢
献
し
、
水
戸
藩
の
学
問
を
よ
く
継
承

し
た
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
碑
面
に
い
う
「
大
学
中
博
士
」
と
は
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）、
新
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
大
学
校
に
お
け
る
教

官
の
肩
書
で
、
こ
の
時
、
大
博
士
は
平
田
銕
胤
（
国
学
者
）
と
水
本
成
美

（
律
令
学
者
）
の
二
名
、
そ
れ
に
次
ぐ
地
位
の
中
博
士
は
青
山
の
ほ
か
国
学

者
の
谷
森
善
臣
と
権
田
直
助
の
三
名
だ
け
だ
っ
た
か
ら
、
青
山
は
日
本
に
お

（

）

け
る
漢
学
教
官
の
ト
ッ
プ
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
墓
碑
に
は
そ
の
よ

う
な
誇
り
高
い
職
位
を
刻
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

墓
碑
の
大
き
さ
は
父
拙
斎
の
も
の
と
ほ
ぼ
等
し
い
が
、
墓
碑
文
は
刻
ま
れ

な
い
。
ま
た
向
か
っ
て
左
に
は
妻
の
服
部
氏
の
墓
碑
（「
先
妣
服
部
氏
之

墓
」）
が
、
や
や
小
ぶ
り
だ
が
、
こ
れ
ま
た
同
じ
四
角
錐
型
で
立
っ
て
い
る
。

（

）

２

酒
門
共
有
墓
地

○
望
月
恒
隆
（
一
五
九
六
│
一
六
七
三
）〈
図
２３
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四
角
錐
型
）

「
望
月
氏
五
郎
左
右
衛
門
之
墓
」

碑
身

七
十
八
×
二
十
三
×
十
五
・
五

趺

方
趺

十
九

向
か
っ
て
右
面
に
の
み
「
寛
文
三
年
癸
丑
四
月
三
日
」
と
刻
む

墳
土

な
し

所
在

水
戸
市
酒
門
町
・
酒
門
共
有
墓
地

酒
門
共
有
墓
地
も
常
盤
共
有
墓
地
と
同
様
、『
家
礼
』
式
の
尖
頭
型
墓
碑

が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
て
壮
観
で
あ
る
。

望
月
恒
隆
の
墓
は
望
月
家
の
墓
所
内
に
あ
る
。
恒
隆
は
儒
者
で
は
な
く
、

徳
川
頼
房
・
光
圀
に
仕
え
た
水
戸
藩
早
期
の
奉
行
で
、
寛
永
の
総
検
地
、
久

（

）

慈
川
の
水
路
開
削
、
笠
原
水
道
敷
設
な
ど
を
指
導
し
た
功
労
者
で
あ
っ
た
。

正
面
に
「
望
月
氏
五
郎
左
右
衛
門
之
墓
」
と
刻
む
墓
碑
の
つ
く
り
は
安
積
澹

一
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泊
の
項
で
も
触
れ
た
『
喪
祭
儀
略
』
に
忠
実
で
あ
る
。
恒
隆
は
常
盤
・
酒
門

両
墓
地
が
開
か
れ
た
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
数
年
後
に
死
去
し
て
お

り
、
同
墓
周
辺
は
新
た
に
整
地
、
修
復
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
書

に
も
と
づ
く
墓
碑
と
し
て
は
か
な
り
早
期
の
も
の
に
属
し
て
い
て
貴
重
で
あ

る
。碑

身
は
澹
泊
の
墓
碑
よ
り
小
さ
く
、
林
羅
山
や
そ
の
妻
荒
川
亀
と
同
じ
な

の
で
、
上
述
し
た
よ
う
に
『
泣
血
余
滴
』
と
『
喪
祭
儀
略
』
の
寸
法
に
従
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
墓
所
内
の
右
手
に
は
、
子
孫
に
よ
っ
て
石
造
の
大
き
な
「
系
図

碑
」
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
恒
隆
の
祖
父
以
下
、
現
在
に
至
る
望
月
家
の
家

系
を
刻
ん
で
い
る
。

○
河
合
菊
泉
（
一
六
九
九
│
一
七
五
五
）〈
図
２４
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四
角
錐
型
）

「
故
菊
泉
河
合
君
墓
」

碑
身

七
十
八
×
二
十
三
・
五
×
十
五
・
三

趺

方
趺

十
四

墳
土

な
し

所
在

同
右

河
合
菊
泉
は
代
々
水
戸
藩
家
臣
で
、
安
積
澹
泊
に
師
事
、
享
保
元
年
（
一

七
一
六
）
彰
考
館
に
入
り
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
彰
考
館
総
裁
と
な
っ

た
。
墓
は
河
合
家
墓
所
の
一
角
に
あ
り
、
墓
碑
の
形
と
大
き
は
望
月
恒
隆
の

も
の
に
等
し
い
。
墓
碑
の
表
面
は
磨
滅
が
は
な
は
だ
し
い
が
、
墓
碑
文
は
刻

ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

墓
所
は
整
地
、
改
修
し
て
墓
碑
の
み
を
一
ケ
所
に
集
め
て
あ
り
、
河
合
家

の
人
々
の
墓
碑
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
て
印
象
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
尖
頭

型
の
タ
イ
プ
Ｂ
の
ほ
か
、
円
頭
型
の
タ
イ
プ
Ａ
も
多
い
。
こ
の
タ
イ
プ
Ａ
は

水
戸
藩
で
は
墓
主
が
女
性
の
場
合
に
よ
く
見
ら
れ
、
次
に
見
る
打
越
弥
八
の

妻
の
場
合
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
他
の
例
を
見
る
と
、
男
性＝

タ
イ

プ
Ｂ
、
女
性＝

タ
イ
プ
Ａ
と
は
一
概
に
は
言
い
切
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
形
を
水

戸
藩
で
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て
い
た
の
か
は
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
。

○
打
越
弥
八
（
一
七
一
六
│
一
七
七
五
）〈
図
２５
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四
角
錐
型
）

「
故
弥
八
打
越
君
墓
」

碑
身

七
十
七
×
二
十
四
×
十
五
・
五

趺

方
趺

十
六

左
面
か
ら
背
面
、
右
面
へ
と
墓
碑
銘
を
刻
む

文
末
「
男

直
温

立

／
史
館
編
修
立
原
萬
撰
并
書
」

墳
土

な
し

所
在

同
右

打
越
弥
八
は
彰
考
館
総
裁
と
な
っ
た
打
越
樸
斎
（
一
六
八
六
│
一
七
四

〇
）
の
長
子
で
、
墓
碑
銘
に
よ
れ
ば
名
は
直
道
、
通
称
は
弥
八
、
学
者
で
は

な
く
留
守
居
同
心
頭
と
な
っ
た
家
臣
で
あ
る
。
墓
碑
銘
を
書
い
た
立
原
萬
は

立
原
翠
軒
で
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
弥
八
と
は
面
識
が
な
か
っ
た
が
、
す
ぐ
れ
た

人
物
で
あ
る
と
の
評
判
を
聞
き
こ
れ
を
撰
し
た
と
い
う
。
こ
の
墓
碑
銘
は
現

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
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在
、
立
原
の
『
此
君
堂
文
集
』
巻
二
に
「
故
彌
八
打
越
君
墓
碑
銘
」
と
し
て

（

）

収
録
さ
れ
て
い
る
。
墓
碑
は
形
、
大
き
さ
と
も
望
月
恒
隆
の
も
の
に
等
し

い
。向

か
っ
て
左
側
に
は
そ
の
妻
太
田
氏
の
墓
が
あ
り
、
タ
イ
プ
Ａ
の
円
頭
型

に
な
っ
て
い
る
。
碑
面
に
「
故
弥
八
打
越
君
／
故
太
田
氏
婦
人

墓
」
と
刻

ん
で
い
る
の
で
一
見
、
合
葬
墓
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま

い
。な

お
現
在
、
写
真
に
見
る
よ
う
に
墓
前
に
は
「
贈
従
五
位

彰
考
館
総
裁

撲
斎
打
越
弥
八
直
正
」
の
標
柱
が
立
て
ら
れ
い
る
が
、
正
し
く
な
い
。
贈
従

五
位
と
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
樸
斎
が
政
府
か
ら
贈
位
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
か
た
わ
ら
に
あ
る
墓
は
碑
身
に
刻
ま
れ
る
墓
碑

銘
か
ら
し
て
弥
八
（
直
道
）
の
墓
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
樸
斎

（
直
正
）
の
墓
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
父
の
樸
斎
が
同
じ
く
「
弥
八
」

と
通
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
樸
斎
の
墓
と
勘
違
い
し
て
し
ま
っ

（

）

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
標
柱
は
「
樸
斎
」
を
「
撲�

斎
」
と
誤
記
し
て
い
る
と

い
う
問
題
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
故
彌
八
打
越
君
墓
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
、
弥
八
は
「
先
人
墓

側
」
に
葬
ら
れ
た
と
い
い
、
ま
た
樸
斎
に
は
別
に
名
越
南
谿
撰
「
樸
斎
打
越

（

）

君
墓
碑
銘
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
に
は
か
つ
て
弥
八
の
父
樸
斎

の
墓
も
あ
っ
た
は
ず
だ
な
の
だ
が
、
今
は
墓
地
整
理
に
よ
り
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
ら
し
く
、
は
な
は
だ
残
念
で
あ
る
。

○
藤
田
北
郭
（
一
七
七
四
│
一
八
四
六
）〈
図
２６
〉

円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）

「
故
執
政
晴
軒
藤
田
府
君
之
墓
」

碑
身

百
七
×
三
十
四
・
五

左
面
か
ら
佐
藤
一
斎
の
墓
碑
文
を
銘
を
刻
む

文
末
「
弘
化
四
年
歳
次
丁
未
春
三
月
上
浣

江
都
昌
平
學
講
官
佐
藤

坦
撰

題
面

男

書
丹
／
藤
田
貞
松
建
」

墳
土

な
し

所
在

同
右

藤
田
北
郭
は
こ
れ
ま
た
水
戸
藩
家
臣
で
、
小
姓
頭
、
大
番
頭
を
経
て
大
寄

合
頭
を
歴
任
し
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
執
政
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
藩
政

改
革
を
批
判
し
て
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
隠
居
す
る
。
立
原
翠
軒
に
学

び
、
書
道
・
篆
刻
に
す
ぐ
れ
た
。
碑
面
に
い
う
「
晴
軒
」
は
そ
の
別
号
で
あ

（

）る。藤
田
家
墓
地
は
河
合
菊
泉
ら
河
合
家
の
墓
所
に
隣
接
し
て
お
り
、
北
郭
の

墓
碑
は
タ
イ
プ
Ａ
の
円
頭
型
で
他
よ
り
も
大
き
く
、
藤
田
家
墓
地
の
最
奥
に

ど
っ
し
り
と
鎮
座
し
て
い
る
。
碑
身
に
刻
ま
れ
た
佐
藤
一
斎
の
長
文
の
墓
碑

（

）

文
は
藤
田
の
儒
者
と
し
て
の
面
目
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
佐
藤
一
斎
（
名
は

坦
、
一
七
七
二
│
一
八
五
九
）
は
、
江
戸
時
代
文
化
・
文
政
か
ら
天
保
年
間

に
わ
た
っ
て
幕
府
の
教
学
を
担
っ
た
儒
者
で
、『
家
礼
』
を
ふ
ま
え
つ
つ
儒

（

）

教
葬
祭
を
再
編
し
た
『
哀
敬
編
』
を
著
わ
し
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

ま
た
書
丹
者
の
「

」
は
一
斎
継
嗣
の
佐
藤
立
軒
（
一
八
二
二
│
一
八
八

五
）
で
、
立
軒
は
青
山
拙
斎
門
人
で
あ
る
。

一
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た
だ
、
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
そ
の
手
前
に
尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
、
四

角
錐
型
）
の
小
型
の
墓
碑
が
数
多
く
並
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
墓
地
を
整

地
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
藤
田
家
の
人
の
墓
碑
が
ぎ
っ
し
り
と
林
立
し
、
見

る
者
に
た
い
へ
ん
強
い
印
象
を
与
え
る
。

以
上
、
水
戸
藩
の
事
例
の
う
ち
、
ご
く
代
表
的
な
も
の
を
い
く
ら
か
取
り

上
げ
て
検
討
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
造
ら
れ
た
墓
に
は
、
常
盤
共
有
墓
地

の
藤
田
幽
谷
や
藤
田
東
湖
の
墓
、
酒
門
共
有
墓
地
の
小
宮
山
楓
軒
の
墓
な

ど
、
か
な
り
大
き
な
墓
表
を
持
つ
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
『
家

礼
』
に
則
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
大
型
の
墓
は
江
戸
時
代
の

も
の
と
し
て
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
の
地
位
や
功
績
、
影
響
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
か
ら
大
型
化
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
共
有
墓
地
の
墓

制
の
基
本
が
『
家
礼
』
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の

共
有
墓
地
は
日
本
有
数
の
『
家
礼
』
式
墓
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

三

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓

│
│
江
戸
時
代
前
半
そ
の
五

高
松
藩
主

こ
こ
で
四
国
高
松
藩
主
の
墓
二
基
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
な
ぜ
こ
こ
に
と

り
上
げ
る
か
と
い
う
と
、
水
戸
藩
お
よ
び
『
家
礼
』
式
儒
墓
と
顕
著
な
関
係

が
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
高
松
藩
主
の
墓
と
『
家
礼
』
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
は
従
来
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の

（

）

機
会
に
論
じ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

○
松
平
頼
常
（
一
六
五
二
│
一
七
〇
四
）〈
図
２７
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
故
四
位
少
將
南
嶺
源
節
公
之
墓
」

碑
身

百
二
十
二
×
三
十
六
・
四
×
二
十
四
・
五

趺

方
趺

二
十
九
・
四

左
面
か
ら
背
面
、
右
面
へ
と
長
文
の
墓
碑
銘
を
刻
む

文
末
「
寶
永
元

年
歳
次
甲
申
五
月
十
三
日

讃
陽
文
学
臣
菊
池
武
雅
謹
勒
」

墳
土

あ
り

所
在

さ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
北
山
田
・
霊
芝
寺
（
日
内
山
）

○
松
平
頼
恕
（
一
七
九
八
│
一
八
四
二
）〈
図
２８
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
故
正
四
位
下
中
將
南
溟
源
愨
公
之
墓
」

碑
身

百
二
十
三
・
三
×
三
十
六
・
四
×
二
十
四
・
五

趺

方
趺

三
十
八
・
八

側
面
か
ら
背
面
へ
長
文
の
墓
碑
銘
を
刻
む

文
末
「
本
藩
儒
員
臣
髙
尾

養
謹
撰
」

墳
土

あ
り

所
在

同
右

高
松
藩
主
松
平
家
歴
代
の
墓
所
は
高
松
市
仏
生
山
町
の
法
然
寺
内
に
あ
る

が
、
第
二
代
頼
常
（
一
六
五
二
│
一
七
〇
四
）
と
第
九
代
頼
恕
（
一
七
九
八

│
一
八
四
二
）
の
墓
の
み
、
そ
こ
か
ら
十
四
キ
ロ
ほ
ど
東
に
離
れ
た
、
さ
ぬ

き
市
霊
芝
寺
（
日
内
山
）
の
墓
所
内
に
営
ま
れ
た
。
彼
ら
の
墓
は
ま
だ
現
地

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
九



調
査
し
て
い
な
い
が
、
報
告
書
を
見
る
と
明
ら
か
に
『
家
礼
』
式
の
尖
頭
型

（
タ
イ
プ
Ｂ
）
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
歴
代
藩
主
の
墓
が
法
然
寺
内

に
、
卵
型
の
無
縫
塔
型
（
仏
式
）
で
営
ま
れ
て
い
る
と
の
と
は
違
う
形
式
で

あ
る
。

頼
常
は
徳
川
光
圀
の
子
で
、
光
圀
は
兄
頼
重
の
子
綱
條
に
水
戸
藩
を
継
が

せ
、
わ
が
子
の
頼
常
を
高
松
藩
主
松
平
頼
重
の
養
子
と
し
高
松
藩
主
を
継
が

せ
た
。
ま
た
頼
恕
は
水
戸
藩
主
徳
川
治
紀
の
子
で
、
こ
れ
ま
た
高
松
藩
主
松

平
頼
儀
の
養
子
と
な
り
、
高
松
藩
主
を
継
い
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
二
人
と
も

水
戸
藩
出
身
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
同
藩
の
方
式
に
従
い
儒
葬
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
彼
ら
の
墓
は
ほ
ぼ
同
じ
つ
く
り
で
山
中
に
東
西
に
並
ん
で
い
る
。
頼
常

お
よ
び
頼
恕
の
墓
碑
正
面
に
刻
ま
れ
る
「
南
嶺
」「
南
溟
」
は
号
、「
節
公
」

「
愨
公
」
は
諡
号
で
あ
る
。

墳
土
は
現
在
わ
ず
か
な
盛
り
土
し
か
な
い
が
、
も
と
は
馬
鬣
封
形
式
で
高

く
盛
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
光
圀
ら
の

墓
と
共
通
し
て
い
る
。
碑
身
の
大
き
さ
も
光
圀
の
場
合
は
百
二
十
四
セ
ン
チ

（

）

×
四
十
三
セ
ン
チ
×
二
十
七
セ
ン
チ
で
あ
る
か
ら
、
お
お
む
ね
等
し
い
。
特

に
高
さ
は
『
家
礼
』
に
い
う
「
四
尺
」
を
日
本
の
曲
尺
で
計
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
伊
藤
仁
斎
・
東
涯
、
鵜
飼
石
斎
の
墓
碑
と
も
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
て

い
る
。

た
だ
し
、
光
圀
ら
の
場
合
と
違
い
も
あ
る
。
光
圀
ら
の
墓
が
螭
首
亀
趺
の

形
式
を
と
り
、
大
名
と
し
て
の
風
格
を
明
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
水
戸
家

の
支
藩
と
い
う
格
式
の
差
を
考
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
頼
常
・
頼
恕
の
墓
に

（

）

は
そ
れ
が
な
い
。
ま
た
光
圀
ら
の
墓
碑
が
円
頭
型
で
あ
る
こ
と
も
違
っ
て
い

る
。
た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
墓
制
が
『
家
礼
』
に
も
と
づ
く
形
式
で

あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
し
て
明
白
で
あ
ろ
う
。
墓
碑
銘
撰
者
の

菊
池
武
雅
（
一
六
五
九
│
一
七
二
〇
）
は
高
松
藩
儒
で
号
は
半
隠
、
か
つ
て

林
鵞
峰
・
鳳
岡
に
学
び
林
家
学
塾
の
学
頭
に
ま
で
な
っ
た
儒
者
で
あ
る
か

ら
、
鵞
峰
の
『
泣
血
余
滴
』
を
参
照
し
た
こ
と
も
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。

（
続
く
）

注（
１
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
九
年
十
一
月
十
七
日
で
あ
る
。

（
２
）
『
慎
終
疏
節
』
と
『
追
遠
疏
節
』
は
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日

本
篇
』
一
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）
に
、『
慎
終
疏
節
通
考
』、

『
追
遠
疏
節
通
考
』、『
慎
終
疏
節
聞
録
』、『
追
遠
疏
節
聞
録
』
は
同
編
著
『
家

礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
四
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）
に
そ
れ

ぞ
れ
影
印
し
た
。

（
３
）
『
親
尊
服
義
』
は
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
八
（
関
西

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九
年
）
に
影
印
し
た
。

（
４
）
榧
木
亨
『
日
本
近
世
期
に
お
け
る
楽
律
研
究
│
│
『
律
呂
新
書
』
を
中
心

と
し
て
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（
５
）
大
島
晃
「
先
学
の
風
景
│
│
人
と
墓
「
鵜
飼
石
斎
」」（
大
島
『
日
本
漢
学

研
究
試
論
│
│
林
羅
山
の
儒
学
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）。

（
６
）
上
野
益
三
『
日
本
博
物
学
史
』（
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）
図
版
３
に
よ

る
。

（
７
）
惕
斎
墓
と
あ
と
に
述
べ
る
鵜
飼
石
斎
墓
の
実
測
図
は
松
原
典
明
『
近
世
大

名
葬
制
の
考
古
学
的
研
究
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
六
四
頁
以
下
に
載

二
〇



っ
て
い
る
。

（
８
）
寺
田
貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』（
村
田
書
店
、
一
九
二
二
年
）
二
六
六
頁

「
中
村
惕
斎
室
墓
」。

（
９
）
本
稿
（
二
）
注
（
６２
）
参
照
。

（
１０
）
筆
者
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
二
月
二
十
四
日
、
延
年
寺
旧
跡
墓
地
を

再
訪
し
た
が
、『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
の
い
う
場
所
に
惕
斎
妻
の
墓
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
墓
地
管
理
所
を
兼
ね
る
松
田
花
店
の
御
母
堂
に

よ
る
と
、
中
村
家
の
遺
族
は
今
も
京
都
に
住
み
墓
参
を
続
け
て
い
る
が
、
先

年
改
葬
し
墓
を
新
し
く
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
教
え
ら
れ
た
あ
た
り
に
行
く

と
確
か
に
「
昭
和
三
十
四
年
八
月
再
建
」
と
刻
ま
れ
た
「
中
村
家
之
墓
」
の

墓
石
が
あ
っ
た
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
そ
の
側
に
は
中
村
益
斎
の
小
さ
な

墓
碑
が
寄
り
添
う
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
中
村
益
斎
は
京
都
の
儒
者
で
、
没

年
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
で
惕
斎
よ
り
は
る
か
に
遅
れ
、
し
か
も
惕

斎
の
一
族
で
は
な
い
ら
し
い
。『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
も
惕
斎
妻
の
墓
域
と
益

斎
の
墓
域
を
別
の
場
所
と
し
て
記
録
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
中
村
家
之

墓
」
は
惕
斎
一
族
の
墓
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
惕
斎
妻
お
よ
び
惕
斎
一
族

の
墓
は
現
在
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
１１
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
中
村
惕
斎
墓
と
同
じ
く
二
〇
一
九
年
十
一

月
十
七
日
で
あ
る
。

（
１２
）
陳
元
贇
撰
の
墓
誌
銘
お
よ
び
誌
石
墓
誌
の
翻
刻
は
、
注
（
５
）
大
島
晃

「
先
学
の
風
景
│
│
人
と
墓
「
鵜
飼
石
斎
」」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
１３
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
九
（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
〇
二
一
年
）、
一
三
一
頁
。

（
１４
）
注
（
１
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
一
、
二
〇
四
頁

上
段
。

（
１５
）
こ
の
墓
誌
に
つ
い
て
は
石
田
肇
「
江
戸
時
代
の
墓
誌
」（『
群
馬
大
学
教
育

学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
、
第
五
十
六
巻
、
二
〇
〇
七
）
が
報
告
し

て
い
る
。

（
１６
）
吾
妻
重
二
「『
家
礼
』
と
崎
門
派
に
お
け
る
神
主
・

・
墓
碑
・
墓
誌
」

（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
１７
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
二
年
二
月
十
四
日
で
あ
る
。

（
１８
）
『
二
礼
童
覧
』
は
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
五
（
関
西

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）
に
影
印
と
翻
刻
を
載
せ
た
。
懶
斎
の
葬
祭
実

践
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
「
藤
井
懶
斎
『
二
礼
童
覧
』
に
つ
い
て
│
│

「
孝
」
と
儒
教
葬
祭
儀
礼
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
三
十
七
号
、

二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
１９
）
柴
田
篤
・
辺
土
名
朝
邦
『
中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八

三
年
）
四
二
頁
に
懶
斎
墓
の
写
真
が
あ
る
が
、
周
囲
の
様
子
な
ど
現
在
と
は

か
な
り
違
う
。

（
２０
）
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
六
六
三
頁
、
勝
又
基
「
藤
井
懶
斎
年
譜
稿
」（
一
）

（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
、
第
十
六
号
、

二
〇
〇
七
年
）。
勝
又
論
文
に
よ
れ
ば
、
西
寿
寺
は
懶
斎
の
兄
弟
の
再
興
に
か

か
り
、
懶
斎
ら
の
墓
が
こ
こ
に
営
ま
れ
た
の
も
そ
の
縁
に
よ
る
。

（
２１
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
二
年
二
月
十
四
日
で
あ
る
。

（
２２
）
こ
の
背
面
の
刻
字
は
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
四
六
七
頁
に
よ
る
。

（
２３
）
注
（
１８
）
吾
妻
重
二
「
藤
井
懶
斎
『
二
礼
童
覧
』
に
つ
い
て
│
│
「
孝
」

と
儒
教
葬
祭
儀
礼
」
参
照
。

（
２４
）
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
で
は
「
米
川
東
菴
墓
」
が
四
五
七
頁
に
、「
米
川
操

軒
墓
」
が
四
六
六
頁
に
載
っ
て
い
て
位
置
が
違
う
。
筆
者
は
以
前
、
同
書
の

い
う
場
所
に
操
軒
の
墓
を
訪
ね
た
が
、
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
最
近
に
な
っ
て
初
め
て
東
庵
墓
所
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
次

第
で
あ
る
。

（
２５
）
翠
川
文
子
「
香
人
・
米
川
常
白
伝
考
」（『
川
村
学
園
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

第
十
三
巻
第
二
号
）
一
七
五
頁
に
よ
る
。
な
お
こ
の
論
考
は
こ
の
米
川
家
墓

所
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
お
り
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

（
２６
）
前
注
の
翠
川
文
子
「
香
人
・
米
川
常
白
伝
考
」
参
照
。

（
２７
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
一
日
お
よ
び
二
〇

二
二
年
一
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
一



（
２８
）
加
藤
仁
平
『
伊
藤
仁
斎
の
学
問
と
教
育

古
義
堂
即
ち
堀
川
塾
の
教
育
史

的
研
究
』（
目
黒
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
附
録
の
「
伊
藤
家
系
譜
」
に
寿
玄
の

こ
と
を
述
べ
て
「
伊
藤
氏
葬
二
尊
院
以
孺
人
爲
始
、
壽
玄
孺
人
母
家
角
倉
之

族
吉
田
氏
歸
依
二
尊
院
、
因
葬
孺
人
」
と
い
う
。

（
２９
）
（

）
内
に
墓
主
が
誰
か
を
簡
潔
に
記
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
各
墓
碑
に

刻
ま
れ
た
墓
碑
文
お
よ
び
前
注
所
掲
「
伊
藤
家
系
譜
」
を
参
照
し
た
。

（
３０
）
『
続
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
冊
（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
三
一
年
）
所

収
。

（
３１
）
注
（
２８
）「
伊
藤
家
系
譜
」
八
八
二
頁
。

（
３２
）
浅
見
絅
斎
「
常
話
雑
記
」（
近
藤
啓
吾
・
金
本
正
孝
編
『
浅
見
絅
斎
集
』、

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）
五
五
四
頁
。
葬
礼
に
関
す
る
絅
斎
の
仁
斎
批

判
は
辛
辣
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
「
何
樣
ニ
ク
キ
ヤ
ツ
ヂ
ヤ
ハ
。
程
朱
ノ
格
物

ノ
説
ヲ
ソ
シ
リ
テ
、
又
神
主
ナ
ド
ハ
其
制
ヲ
用
ル
。
神
主
式
ハ
程
子
ノ
格
物

ノ
内
カ
ラ
出
タ
モ
ノ
ト
云
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ヌ
ゾ
」
と
い
っ
て
い
る
。

（
３３
）
注
（
２８
）「
伊
藤
家
系
譜
」
八
八
二
頁
。

（
３４
）
亀
山
聿
三
編
『
近
代
先
哲
碑
文
集
』
第
十
三
集
「
古
義
堂
伊
藤
氏
碑
文
集
」

（
夢
硯
堂
、
一
九
六
八
年
）
に
当
伊
藤
家
墓
地
の
墓
碑
文
の
う
ち
「
古
学
先
生

伊
藤
君
碣
」「
恵
慈
孺
人
墓
銘
」「
紹
述
先
生
碣
銘
」「
温
正
孺
人
墓
銘
」「
謙

節
先
生
伊
藤
君
碣
」「
修
成
先
生
碣
銘
」「
靜
懿
井
口
氏
之
墓
」「
恭
敬
先
生

碣
」「
靖
共
先
生
碣
」
を
載
せ
て
い
る
。

（
３５
）
長
尾
雨
山
お
よ
び
長
尾
家
の
墓
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
「
長
尾
雨
山
と

儒
葬
│
朱
熹
『
家
礼
』
の
実
践
│
」（『
書
論
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
一
九
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３６
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
二
年
二
月
十
四
日
で
あ
る
。

（
３７
）
こ
の
碑
銘
は
白
嵜
顕
成
『
く
ろ
谷
金
戒
光
明
寺
に
眠
る
人
び
と
』（
浄
土
宗

大
本
山

く
ろ
谷
金
戒
光
明
寺
、
二
〇
一
三
年
）
三
三
九
頁
以
下
に
翻
刻
が

あ
る
。

（
３８
）
こ
の
碑
陰
文
は
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま

文
字
や
句
読
点
を
訂
正
し
て
載
せ
て
お
い
た
。

（
３９
）
常
盤
神
社
・
水
戸
史
学
会
編
『
水
戸
義
公
伝
記
逸
話
集
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
八
年
）
九
五
頁
。

（
４０
）
吾
妻
重
二
「
水
戸
徳
川
家
と
儒
教
儀
禮
│
│
葬
禮
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋

の
思
想
と
宗
教
』
第
二
十
五
号
、
早
稲
田
大
学
、
二
〇
〇
八
年
）、「
水
戸
藩

の
儒
教
喪
祭
儀
礼
文
献
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』

第
四
十
八
輯
、
二
〇
一
五
年
）。

（
４１
）
水
戸
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈠
（
水
戸
市
役
所
、
一
九

六
八
年
）
八
七
三
頁
。

（
４２
）
常
盤
・
酒
門
墓
地
に
つ
い
て
は
北
脇
義
友
「
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
に
よ
る

儒
葬
墓
と
そ
の
影
響
」（『
石
造
文
化
財
』
第
十
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）
の
調

査
が
あ
る
。

（
４３
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日
で
あ
る
。

（
４４
）
『
礼
記
』
玉
藻
篇
に
「
居
士
錦
帯
」
の
鄭
玄
注
に
「
居
士
、
道
藝
処
士
也
」

と
い
う
。
の
ち
資
産
家
や
在
家
信
者
を
意
味
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
グ
リ

ハ
・
パ
テ
ィgṛha-pati

の
漢
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
４５
）
五
弓
雪
窓
『
事
実
文
編
』
第
二
冊
（
関
西
大
学
出
版
・
広
報
部
、
一
九
七

九
年
）
三
一
一
頁
。

（
４６
）
古
川
澄
『
史
林
墓
表
』（
水
戸
市
教
育
会
、
一
九
一
四
年
）
二
三
頁
。
な

お
、
水
戸
藩
の
人
々
の
墓
碑
銘
に
つ
い
て
は
木
戸
之
都
子
「
水
戸
藩
士
の
墓

碑
銘
索
引
」（『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
・
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
論
集
』
第
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）
が
、
網
羅
的
で
は
な
い
が
相
当
数
を
集

め
て
い
て
有
益
で
あ
る
。

（
４７
）
本
稿
（
一
）、
二
〇
頁
参
照
。

（
４８
）
五
弓
雪
窓
『
事
実
文
編
』
第
三
冊
（
関
西
大
学
出
版
・
広
報
部
、
一
九
八

〇
年
）
五
五
六
頁
。

（
４９
）
注
（
４６
）
古
川
澄
『
史
林
墓
表
』
五
三
頁
。

（
５０
）
「
量
介
青
山
君
墓
誌
」
は
名
越
時
正
編
『
會
澤
正
志
齋
文
稿
』（
国
書
刊
行

会
、
二
〇
〇
二
年
）
お
よ
び
亀
山
聿
三
編
『
近
代
先
哲
碑
文
集
』
第
十
集

「
正
志
會
澤
先
生
碑
文
集
」（
夢
硯
堂
、
一
九
六
七
年
）
所
収
。

二
二



（
５１
）
『
斯
文
六
十
年
史
』（
財
団
法
人
斯
文
会
、
一
九
二
九
年
）
五
五
│
五
六
頁
。

（
５２
）
筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
、
常
盤
共
同
墓
地
と
同
じ
く
二
〇
一
九
年

十
二
月
一
日
で
あ
る
。

（
５３
）
『
水
戸
の
先
人
た
ち
』（
水
戸
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
の
「
望
月

恒
隆
」
参
照
。

（
５４
）
立
原
翠
軒
『
此
君
堂
文
集
』（
写
本
、
茨
城
県
立
図
書
館
蔵
）。

（
５５
）
「
故
彌
八
打
越
君
墓
碑
銘
」
に
「
先
生
没
、
成
公
命
君
賜
父
全
禄
二
百
石
。

初
稱
介
七
、
至
此
更
稱
彌
八
、
蓋
襲
父
稱
也
」
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
先

生
」
は
樸
斎
で
あ
り
、
弥
八
は
父
樸
斎
の
通
称
で
あ
る
弥
八
の
名
を
継
い
だ

こ
と
に
な
る
。
な
お
「
成
公
」
と
は
第
四
代
藩
主
徳
川
宗
堯
で
あ
る
。

（
５６
）
注
（
４６
）
古
川
澄
『
史
林
墓
表
』
二
四
頁
に
収
録
さ
れ
る
。

（
５７
）
藤
田
北
郭
に
つ
い
て
は
秋
山
高
志
「
藤
田
北
郭
の
書
」（
秋
山
『
水
戸
の
文

人

近
世
日
本
の
学
府
』
所
収
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）
が
有
益
で

あ
る
。

（
５８
）
こ
の
墓
碑
文
は
一
斎
の
文
集
『
愛
日
楼
文
詩
』
四
冊
（
刊
本
）、『
愛
日
楼

全
集
』
五
十
六
巻
（
写
本
、
ぺ
り
か
ん
社
影
印
、
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
十

六
巻
、
一
九
九
九
年
）
の
い
ず
れ
に
も
載
っ
て
お
ら
ず
、
東
京
都
立
中
央
図

書
館
・
河
田
文
庫
蔵
『
愛
日
楼
稿
本
』
十
冊
（
写
本
）
の
第
七
冊
に
の
み

「
水
藩
故
執
政
晴
軒
藤
田
君
墓
銘
」
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
ぺ
り
か
ん
社
影
印

『
愛
日
楼
全
集
』
荻
生
茂
博
解
説
の
四
〇
頁
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文

に
は
「

代
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
佐
藤
立
軒
の
代
作
で
あ
る
。
な
お
、

当
墓
碑
文
の
撮
影
に
つ
い
て
は
茨
城
大
学
教
授
の
井
澤
耕
一
氏
の
協
力
を
得

た
。

（
５９
）
吾
妻
重
二
「
佐
藤
一
斎
『
哀
敬
編
』
に
つ
い
て
│
│
日
本
陽
明
学
者
の
新

た
な
儒
教
葬
祭
書
」（
原
田
正
俊
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
四
五

ア
ジ
ア
の
死

と
鎮
魂
・
追
善
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
６０
）
高
松
藩
主
の
墓
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
『
高
松
藩
主

松
平
家
墓
所
調
査
報
告
書
』（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
五
年
）
に

よ
る
。
写
真
も
同
書
に
よ
る
。
墓
碑
銘
の
翻
刻
は
同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
宮
武
浩
二
氏
の
教
示
を
得
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
６１
）
『
常
陸
太
田
市
内
遺
跡
調
査
報
告
書

水
戸
徳
川
家
墓
所
』（
常
陸
太
田
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
）
二
八
頁
。

（
６２
）
光
圀
ら
の
墓
が
螭
首
亀
趺
に
な
っ
て
い
る
の
は
明
代
の
礼
制
と
関
係
が
あ

り
、
光
圀
の
父
頼
房
は
正
三
位
、
光
圀
以
下
の
水
戸
藩
主
は
従
三
位
で
あ
る

た
め
、「
五
品
以
上
」
は
螭
首
亀
趺
を
用
い
る
の
を
許
す
と
す
る
『
大
明
令
』

や
『
明
集
礼
』
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
四
位
で
あ

る
頼
常
と
頼
恕
も
螭
首
亀
趺
形
式
を
と
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
し

な
か
っ
た
の
は
水
戸
藩
主
と
の
格
の
違
い
を
考
慮
し
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

水
戸
藩
主
の
墓
制
の
礼
的
根
拠
に
関
し
て
は
、
注
（
４０
）
吾
妻
重
二
「
水
戸

徳
川
家
と
儒
教
儀
禮
│
│
葬
禮
を
め
ぐ
っ
て
」
参
照
。

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
三



図 1　中村惕斎墓（右）と鵜飼石斎墓（左）（円光寺）　左手は鵜飼石斎誌石

図 2　中村惕斎墓図 3　改葬前の中村惕斎墓（『日本博物学史』）
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図 4　圭首方 の図（『慎終疏節』巻三）

図 5　鵜飼石斎誌石

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
五



図 7　  米川操軒墓地（金戒光明寺）　左手前が操軒墓　その
右手後ろが妻中村氏墓　手前中央が東庵墓図 8　操軒墓と妻中村氏墓

図 6　  藤井懶斎墓所（西寿寺）　右が懶斎墓、左が象水墓、その左が革軒墓
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図 9　伊藤仁斎墓（二尊院）

図 10　伊藤仁斎墓碑

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
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図
11　

  伊
藤
家
塋
域
見
取
り
図

「
　
」
内
は
墓
碑
題
字
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図 13　伊藤東涯墓碑

図 12　伊藤家塋域　手前が東涯墓、右奥が仁斎墓

図 14　伊藤東涯墓（背面）

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
九



図 15　仁斎母（寿玄孺人）墓図 16　北村篤所墓（金戒光明寺）

図17　  安積澹泊墓（常盤共有墓地）
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図 19　  常盤共有墓地に林立する尖頭型の『家礼』式墓碑

図 18　石碑図（『喪祭儀略』）図 20　誌石図（『喪祭儀略』）

日
本
に
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け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

三
一



図 22　  青山拙斎墓所　右から二基目が拙斎（延于）墓　三基目が佩弦斎（延光）墓

図 21　  高橋坦室墓所　左奥から右へ二基目が坦室墓
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図 23　望月恒隆墓（酒門共有墓地）

図 24　  河合菊泉墓所　左端が菊泉墓　後方は藤田晴軒墓所

日
本
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る
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礼
』
式
儒
墓
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て
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図 26　  藤田晴軒墓所　奥が晴軒墓　その前方に尖頭型の『家礼』式墓碑が並ぶ

図 25　  打越弥八墓所　右が弥八墓　左が妻太田氏墓
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図 27　  第二代高松藩主松平頼常墓（霊芝寺日内山）

図 28　第九代高松藩主松平頼恕墓

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

三
五



Jia-li Style Confucian Tombs in Japan:
A Study from the Perspective of Cultural Interaction

in East Asia, Part 3

AZUMA Juji

Numerous Confucian tombs were constructed during Edo period Japan, based
on Zhuxi’s Jia-li of Nansong China. However, scant research exists on this subject.
This paper will continue the exploration elucidated in a previous article, utilizing
field surveys and a review of the literature to reveal the grave systems and their
characteristics. In so doing, the paper will illuminate the ideological investigations of
Confucianism in Japan.

キーワード：朱子学（Zhuxi’s Thought）、墓碑（tombstone）、中 村惕斎（NAKA-
MURA, Tekisai）、藤井懶斎（FUJII, Ransai）伊藤仁斎（ITO, Jinsai）、
安積澹泊（ASAKA, Tanpaku）、水戸藩（Mito clan）、高松藩（Takamatsu
clan）

三
六


